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「目 的」

スポーツ実技授業において個人の運動スキルを把

握することは、個人の評価の問題のみならず、授業

を展開 して行 く上でも重要である。 したがつて、客

観的な簡易スキルテス トの開発が望まれところであ

る。

著者はこれまでに大学バ ドミントン授業におけるサ

ービスを利用 した簡易スキルテス トを試案するため

の検討として、バ ドミントン授業を受講 した学生を

対象に調査を行い、バ ドミントン部経験者が未経験

者よリサービスカが高いこと、バ ドミントン部未経

験者であつても運動部経験者の方が未経験者よリサ

ービスカが高いこと、バ ドミントン部経験者であつ

てもその経験年数の多いほどサービスカが高い傾向

にあることを明らかにしてきた1)。また、一般学生

のパ ドミントン授業における試合成績はシヨー トサ

ービスよリロングサービスの成功数に反映 しやすい

ことなどを明らかにしてきた2,3)。

ところで、これまではサービスの本数を10本に規

定 して検討を行ってきた1-3)。しか し、サー ビス本

数をより増やすことによって、試合成績や授業効果

をより明確に評価できる可能性があると考えられた

3)。

そこで本研究はより試合成績の反映度の高いサー

ビステス トの資料を得るために、サービス本数を20

本に増や して、バ ドミントン授業での試合成績 とサ

ービスカとの関係をサービス本数の面から検討する

ことにした。

「方 法」

1、調査対象

対象は某大学 1年 生の前期課程で開講された週 1

回のバ トミン トン授業 (1回 135分)を 選択受講 し

た36名 (バドミントンのコー トが 6面 あ り、 1コ ー

ト6名 を前提として設定された定員)で ある。その

中で、データとして採用 したのは、サービステス ト

および試合成績を決定するためのシングルスゲーム

の リーグ戦 (以下、SR戦)を 全出席 した31名であつ

た。本対象者の中には中学校および高校でバ ドミン

トン部を経験 しているものはいなかった。

2、 サービステス トの方法 (図 1)

本研究で実施 したサービステス トは前報1-3)と同

様で、ダブルスコー トの半面を使つての、シヨー ト

サービス (以下、Sサ ービス)と ロングサービス (以

下、Lサ ービス)の 2種 類である。

本研究では最終授業で Sサ ービスおよびLサ ービ

スを各20本連続で打たせた。その際の 5、 10、15、

20本を打つた時点でのSサ ービスの成功数、Lサ ー

ビスの成功数および Sサ ービスとLサ ービスの両者

を加えた合計成功数 (以下、SL合計)に ついて、バ

ドミントン授業での試合成績 との関係を検討 した。

4、 試合成績の評価

先行研究2,3)でLサ ービスに試合成績の反映度の

高いことが明らかになつているので、 1回 目の授業

にLサ ービスを10本打たせて、その成功数の多い順

に 1コー トから6コ ー トにグループ分けを行つた。

そして、その後の 3回 目から7回 目と最終の 9回 目

の授業で計 6回 の半面コー トのSR戦を実施 した (表

-33-



1参 照)。

半面コー トのSR戦はダブルスコー トを2分 割 した

コー トで (図 1参 照)、ダブルスコー ト1面 で 2試

合を平行 して行わせた。半面コー トのSR戦での各試

合は 1ゲ ーム 5ま たは 7点 先取 り勝 とし、各SR戦毎

に順位をつけさせた。ttSR戦の順位は勝ち数の同 じ

場合には得失点差、相手との勝負の優先順位で決定

した。そして、 3回 目から5回 目の授業で行われた

SR戦では上下位 2名 づつを、 6回 日以降が上下位 1

席および見学者はコー トの昇降格を行わず残留とし

た (欠席者と見学者は調査の対象から省いた)。し

たがつて、授業が進むにつれ 1コ ー トに強い者が、

そ して順に弱 くな り、 6コ ー トに最も弱い者が集ま

るようになる。

名づつを 1コ ー ト昇降格させた。ただし、授業の欠

ニユ 本研究での授業内容
月 日 週 回 内容

4 ガイダンス ・種目選択
1 軽 く打ち合 う、サー ビス練習

*サ ー ビステス ト(Tl)L10本

(サーヒ
゛
スカ順に1～6コートに分類 )

28 丞lロータ練習:ヘアーヒ
°
ン,りヽイクリヤー

祭日 (こどもの日)

体カテス ト

体カテス ト

ストローク練習:先週の復習、ドライフ
゛

半面コートによるシンク
゛
ルスケ―゙ムのリーク

゛
戦

(各コート上位2名づつ入れ替え)
臨時休校(学校祭関係による)
ストローク練習:先週の復習、ドロッフ

°

半面コートによるシンク
゛
ルスケ―゙ムのリーク

゛
戦

(各コート上位2名づつ入れ替え)
ストローク練習:先週の復習、スマッシュ

半面コートによるシンク
゛
ルスケ―゙ムのリーク

゛
戦

(各コート上位2名づつ入れ替え)
23 ストローク練習と全面コートのシンク

゛
ルスケ―゙ム

半面コートによるシンク
゛
ルスケ―゙ムのリーク

゛
戦

(各コート上位1名づつ入れ替え)
ストローク練習と夕

゛
フ
゛
ルスケ―゙ムの説明

半面コートによるシンク
゛
ルスケ―゙ムのリーク

゛
戦

(各コート上位1名づつ入れ替え)
ストローク練習と夕

゛
フ
゛
ルスケ―゙ムのリーク

゛
戦

半面コートによるシンク
゛
ルスケ―゙ムのリーク

゛
戦

(各コート上位1名づつ入れ替えて試合

成績を決定)
*サ ービステス ト(T2)

個々人の試合成績は最終授業のSR戦でコー トを昇

降格 した後のコー ト番号で評価 した。

5、 統計的処理

結果の数値は平均値 と標準偏差で示 した。 6コ ー

ト間の平均値の差の検定は一元配置分散分析を行

い、危険率 5%未 満を有意とした。また、相関係数

は危険率 5%未 満を有意とした。

「結 果」

1、 コー ト別にみた成功数

表 2は コー ト番号別にサービスの成功数を示して

|← サービステス ト →
|―シングルスゲーム→

|

バックパウンダリーライン

図 1 サー ビステス トのコー トお よび

半面のシングルスゲームのコー ト

佐野 裕司
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いる。

Sサ ー ビスとLサ ー ビスを各20本連続で打たせ

て、サービス本数 5、 10、15および20本の時点での

Sサ ービスの成功数、Lサ ービスの成功数およびSL

合計についてみると、コー ト番号が 1か ら6に なる

千葉体育学研究,23,33-37(1999)

では 5～ 20本の全てに有意(pく0。05～0。001)な負の

相関関係が認められ、SL合計では15本で最も大きな

相関係数が認められたが、 Lサ ービスではサービス

本数が多いほど大きくなった。

Sサ ービスとLサ ービスの相関係数を比較すると

につれ、それぞれのサー

ビスの成功数が小さくな

る傾向があった。 6コ ー

ト間の分散分析を行つた

ところ、Sサ ービスはサ

ービス本数 5～ 20本の全

てに有意差が認められな

かつた。それに対 しLサ

ービスではサービス本数

5～ 20本の全てに有意差

(pく0。05～0。01)が認めら

れた。また、SL合計はサ

ービス本数 5本 を除いた

10～20本に有意差(pく0。

05～0。01)が 認められた。

2、 試合成績 とサービス

カとの関係

表 3は サービス本数 5、

10、15および20本のそれ

ぞれの時点でのサービス

の成功数と試合成績を反

映 しているコー ト番号と

の関係の相関係数を示し

ている。

Sサ ービス、Lサ ービ

スおよびSL合計別にみる

と、 Sサ ービスでは 5本

を除いた、10～20本の全

てに有意(pく0。05)な負の

相関関係が認められ、10

本で最も相関係数が大き

く、それ以上ではサービ

ス本数が多くなるほど相

関係数が小さくなった。

Lサ ービスおよびSL合計

全 コー ト  31

最小…最大  一

表 2-a コー ト別にみたショー トサービスの成功数 (平均土標準偏差)

サービス本数

コー ト番号 例数 5本 10本 15本        20本

2.8=量1.6     5.6=ヒ1.5     8.2=ヒ0.8    10.2=Ll.9

2.8=Ll.5    6.3=量 2.8    9.8=L4.4    13。 O=量4.2

2.3±:1.5   4.7±]1.9    7.2±二1.9    9.5±:1.8

1.7=量1.2     4.3=ヒ1.6     7.0=L2.4     9.3=ヒ 2.2

1.8=量1.0     3.3=量1.5     6.0=ヒ1.4     8.0=ヒ2.4

1.8」ヒ0.5    4.0」ヒ2.0    6.3=L2.1     9.0」 ヒ3.3

５

４

６

６

６

４

１

２

３

４

５

６

2.2±:1.3

0-5

4.6±1.9    7.3」ヒ2.4    9.7」ヒ2.8

2-9      4-14     4-17

Fイ直

有意水準

0.765

ns

1.594

ns

1.649

ns

1.943

ns

表 2-b コー ト別にみたロングサービスの成功数 (平均±標準偏差)

サービス本数

コー ト番号 例数 5本 10本 15本 20本

５

４

６

６

６

４

１

２

３

４

５

６

3 . 6±:1.1

1. 8±0.5

1.8=ヒ1.3

2.7±:1.0

2. 3±0.8

0.8±0.5

6.4±:1.3   10.8±:1.6

5.8=量0.5     9.5=ヒ1.0

5。3± 1.9    8.7=L2.6

5。7±:1.4   8.8±2.0

4.7=Ll.4     7.0=ヒ2.8

2.8=量2.6     4.3=ヒ3.3

1 4 . 6±11.1

13 . 3±:1.9

12。3=量2。4

10.8」ヒ2.9

9。2± 4.2

6.3±4.6

全 コー ト  31

最小―最大  一

2.2±11.2

0-5

5.2±:1.8    8.3±2.9   11.1± 3.8

0-8       1-13      1-16

Fイ直

有意水準

4.384

p<0.01

2.743

p<0.05

4.153

p<0.01

4.329

p<oool

表 2-c コー ト別にみたサービスの成功数 (平均士標準偏差)

サービス本数
コー ト番号 例数 5本 10本 15本 20本

５

４

６

６

６

４

１

２

３

４

５

６

6.4±2.4   12.0± 2.4   19.0± 2.3

4.5±:1.9   12.0± 3.2   19。3± 5.0

4。2± 2.2   10.0± 3.0   15.8± 3.6

4.3=量1.8    10.0=Ll.7    15。 8=ヒ2.6

4.2=量1.5     8.0=L2.2    13.0=L3.3

2.5± 1.0     6.8=ヒ 4.1    10.5」 ヒ5.2

24.8± 2.6

26.3± 5。1

21.8± 3.2

20.2± 4。0

17.2=ヒ5。9

15.3=量7.8

全コー ト  31

最小―最大  一

4.4±2.0    9.8± 3.1   15。5± 4.4   20.8± 5。7

1-9       3-15       5-24       6-32

Fイ直

有意水準

1.993

ns

2.639

p<0.05

3.866

pくoool

3.592

p<0.05

コート番号はlコートで試合成績が最も良く、順に悪くなる。

F値および有意水準は6コート間の分散分析の結果である。
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サービス本数 5～ 20本の全てでLサ

ービスに大きな相関係数が示された。

Lサ ービスとSL合計の相関係数を比

較すると、サービス本数 5～ 10本で

はSL合計がやや大きく、15本では同

程度、20本ではLサ ービスに大きな

相関係数が示された。全体の中では

Lサ ービスの20本に最も大きな相関

係数が示された。

図 2は Sサ ービス、Lサ ービスお

よびSL合計について、サービス本数

別にコー ト番号とサービス成功数 と

佐野 裕司

表 3 サービス本数別にみたコー ト番号 (試合成績)と

サービスの成功数との関係の相関係数 (n=31)

サービス本数  Sサ ービス  Lサ ービス S+L

5本

10本

15本

20本

-0.328 ns

‐0.425  
★

-0.407  ★

-0.354  ★

-0.420  ★

-0.515  ★★

-0.626 ★★★

-0.667 ★★★

-0.460

-0.566

-0.633

-0.621
★
:p<o.o5,★

★
:p<0.ol,★

★★
:pく0.001

コート番号は1コートで試合成績が最も良く、順に悪くなる。

Sサ ービス :ショー トサービス

Lサービス :ロングサービス

S+L:シ ョー トサービス+ロ ングサービス

の関係の相関係数をプロットし、その 2次 回帰曲線

を求めて示したものである。特に、 Lサ ービスの相

関係数が最も大きくなるサービス本数は25～30本に

あると予測される。

「考 察」

バ ドミントン実技授業におけるスキルテス トは、現

行の多人数を扱う授業を考えると、できる限 り簡単

で、経済的なものがよい。そこで著者は手軽にでき

るサービスを利用 したスキルテス トの開発のため

に、一連の検討を行つてきた1-3)。これまではサー

ビス本数を10本で検討 してきたが、サービス本数を

さらに増やすことによって、そのサービスの成功数

から試合成績をより明確に評価できる可能性のある

ことが示唆された3)。そこで、本報ではサービス本

数を20本に増や して検討を行つた。

そこで、本報のサービス10本の時点までの成功数

について、いわゆる平均値 (最小―最大)を 前報の

結果3)と比較すると、 Sサ ービスでは前報が6.0(2-

10)本であるのに対 して本報が4.8(2-9)本、 Lサ ー

ビスでは前報が5。1(0-10)本であるのに対 して本報

が5.2(0-8)本、SL合計では前報がH.1(4-19)本 で

あるのに対 して本報が10。0(3-15)本と、本報が前報

より小さい値が多 くみられる。このことは前報では

対象者に中学校や高校においてバ ドミントン部の経

験者が含まれていたが、本報の対象者には全 く含ま

れていないことによるものと考えられる。

本報ではSサ ービスとLサ ービスをそれぞれ20本

○  ショートサービス y=0.00 2 x 2 _。,。39x-0.1 7 6

●  ロングサービス  y=000 0 1 x 2 _。 .。31x-0.2 7 6

ロ   ショート+ロ ング y=0.00 1 X 2 _。.。40x-0.2 8 5

-0.6

0  5  10 15 20 25 30 35 40

サービス本数 (本)

図 2 サービス本数別にみたコー ト番号 (試合

成績)と サービス成功数との関係の相関係数

連続で打たせて、 5、 10、15および20本の時点での

サービスの成功数と試合成績 との関係にについて検

討を行つた。その結果は、いずれの時点でもSサ ー

ビスに対する試合成績の反映度は低 く、Lサ ービス

で高かつた。 Lサ ービスに試合成績の反映度が高い

という本結果は、サービス本数10本で検討してきた

これまでの結果と同様である2,3)。

Lサ ービスのサービス成功数と試合成績を反映 し

相
関
係
数

-36-



ているコー ト番号との相関係数をみると、サービス

本数が多 くなるほど大きくなった。このことは今回

のサービス本数20本の範囲では最大の20本に試合成

績が最もよく反映 していることを示唆 している一

方、 Lサ ービス本数を20本より、さらに増やすこと

によって試合成績の反映度がより高 く評価できる可

能性のあることを暗示 している。

Sサ ービスとLサ ービスの成功数を合計 したSL合

計についてみると、サービス 5本 ～15本ではサービ

ス本数が多 くなるほど大きな相関係数がみられたが

20本ではやや小さくなった。いわゆるSL合計に対す

る試合成績の反映度はサービス本数が多いほど良い

というものではない。これはLサ ービスではサービ

ス本数が多いほど試合成績の反映度が高 くみられる

が、Sサ ービスでは反対に小さくなる傾向がみられ、

Lサ ービスの効果をSサ ービスによって相殺された

ことによるものと考えられる。

本報の検討結果からみると、サービス本数20本の

範囲では、最も試合成績の反映度が高かつたのは、

Lサ ービスの20本である。 しかし、前述 したように

Lサ ービスではサービス本数をさらに増やすことに

よつて試合成績の反映度がより高 く評価できる可能

性がある。そこで、サービス本数別にコー ト番号と

サー ビスの成功数 との関係の相関係数をプロッ ト

し、それより2次 回帰曲線を求めて、Lサ ービスの

相関係数が最も大きくなるサービス本数を予測する

と25～30本程度にあった。 したがつて、 Lサ ービス

の成功数に最も試合成績の反映度が高くなるサービ

ス本数は25～30本程度にあると予測されれるので、

Lサ ービス本数を20本よりさらに増や しての実証的

検討が必要と思われる。

「結 論」

本研究の目的は一般大学生のパ ドミントン授業に

おける試合成績 とサービスカとの関係をサービス本

数の面から検討することである。対象は授業を全出

席 した大学 1年 生31名である。試合成績はシングル

スゲームの リーグ戦を6箇 所の各コー トで毎授業行

い、 1コ ー トに強者が 6コ ー トに弱者が集まるよう
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に昇降格させて、最終 リーグ戦後のコー ト番号で評

価iした。サービスカはシヨー トサービスおよびロン

グサービスを各20本打たせて、その際のサービス 5、

10、15および20本の時点での、それぞれのサービス

の成功数で評価 した。その結果は次の通 りである。

1、 サービス本数 5、 10、15および20本別にその

成功数のコー ト間の分散分析の結果は、シヨー トサ

ービスでは全てに有意差が認められなかったのに対

して、ロングサービスでは全てに有意差(pく0.05～0.

01)が認められた。 したがつて、ショー トサービス

よリロングサービスに試合成績の反映度が高い。

2、 コー ト番号とサービスの成功数との関係の相関

係数は、ロングサービスの20本で最も大きかつた。

したがつて、サービス20本の範囲では、試合成績の

反映度はロングサービス20本が最も高い。

3、 サービス本数別にコー ト番号とロングサービス

の成功数との関係の相関係数をプロットし、その 2

次回帰曲線からLサ ービスのその相関係数はサービ

ス本数25～30本で最も大きくなると考えられた。 し

たがって、ロングサービスの成功数に最も試合成績

の反映度が高 くなるサービス本数は25～30本程度に

あると予測されれる。
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